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１．研究計画の概要 
この研究は、本科研費研究期間の開始以前

に既に収集が終了していた日本人英語学習
者の話し言葉及び書き言葉のコーパスを更
に精査し、その語彙、構造、談話の特徴を分
析し、特に語用論的運用力の発達について、
他の文化圏の英語学習者の場合と比較対照
を進めるものである。書き言葉については、
ICLE (International Corpus of Learner 
English) の標準化されたフォーマットに従
って学習者から集めた英語の作文を、トピッ
クや長さなどの規準に従って整理する。また、
話 し 言 葉 に つ いて も LINDSEI (Louvain 
International Database of Spoken English 
Interlanguage) の標準化されたフォーマッ
トに従って、英語のインタビューを録音した
資料の整理を更に進める。これらのデータを
基に、エラータグ付き日本人コーパスを作成
する。また、ICLE、 LINDSEI 参加国の様々
な母語を背景としたコーパスと比較し、日本
人英語学習者の英語運用能力の特徴を検討
する。そして、英語母語話者のデータである
LOCNESS (Louvain Corpus of Native 
English Speakers)と日本人学習者の語用論
的運用力に関する対照研究を継続する。加え
て、ICLE のエラータグ付き日本人サブコーパ
スを利用して、大学生が Web 上で利用できる
学習ツールの作成にも取り組む計画である。 
 
２．研究の進捗状況 
2002年に初版された後、2009年に改訂版が

出版された書き言葉コーパスのICLE と、2010
年に初版が出版された話し言葉コーパスの
LINDSEI の中に、日本人英語学習者のサブコ

ーパスが収められたことで、ここまで継続的
に続けてきた書き言葉と話し言葉コーパス作
成に向けてのデータ収集並びにそれらを整理
する作業が終了することとなった。 

現在はそれらのデータを活用し、日本人英
語学習者が使用する英語に見られる語彙、構
造、談話等の特徴を分析し、中でも特に語用
論的運用力の発達について、他の文化圏の英
語学習者のものと比較・対照する研究を更に
進め、日本人英語学習者の英語運用能力の特
徴を検討し、言語と認知の関連性を探る段階
に入ってきている。そして、研究の成果を、
国内外での学会や研究書籍にて発表する計
画にしている。 
また、本研究グループのこれまでの活動成

果や活動内容を、同じ分野に興味を持つ研究
者や英語教育関係者と共有することを目的
として、Web サイトを開設し、Web での情報
発信を進めると共に、シンポジュウム等のイ
ベントを開催し、情報交換や交流の機会も作
っている。 
更に、英語母語話者のデータである 

LOCNESS と日本人学習者の語用論的運用力の
比較研究を継続して行い、それらの結果に基
づき、大学生がWeb 上で利用できる学習ツー
ルを作成することを検討している。その為、
日本人英語学習者の誤用の傾向を分析する目
的で、Native Speaker によるエラーチェック
を行い、それを基にしたエラータグを付ける
作業を現在進めている。 

 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している 
（理由） 
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ベルギーの Louvain 大学の Sylviane Granger
教授のもと世界 15 ヶ国以上の研究グループ
が参加している世界的規模の学習者コーパ
ス研究グループの日本代表として、データの
収集・整理作業に参加し、その成果として
2009 年には ICLE の改訂版が、そして 2010 年
には LINDSEI の初版を出版することができた。
また、その ICLE と LINDSEI を用いた研究成
果の発表を、日本国内外の学会や出版物にて
行っている。更に、2010 年 10 月 30 日(土) に
は、Louvain 大学から Guest Speaker として
Dr. Gaëtanelle Gilquin を招聘し、『The ICLE 
/ LINDSEI シンポジウム・ワークショップ』
を開催した。当日は、午前中にワークショッ
プを、午後に講演と研究発表を行い、国内の
研究者の方々と最新の情報を共有すること
もできた。 
 
４．今後の研究の推進方策 
ここまでの 3年間は、コーパスデータの整

理並びに語用論的運用能力の発達に関する
比較対照研究を進めてきた。今後は、そのデ
ータと研究成果を利用し、日本人英語学習者
の為の Web上の学習プログラム作成について
検討して行きたい。特に学習者の誤用に注目
し、エラータグを付けた ICLE と LINDSEI コ
ーパスを利用し、Web 上での学習プログラム
作成に向けて、内容の検討を進めたい。 
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